
Ⅰ．はじめに

　前報で，奄美大島には，温帯系の種と熱帯系の種の双方の野生

きのこが分布し，温帯系の種は，奄美では１２～２月の冬に子実体

を発生させ，九州での発生期間と違っていたことを報告した（根

田ほか，２００１）。発生期間の違いの原因を解明するために，子実

体の発生時期と気温の関係を九州と奄美で比較した。

Ⅱ．調査方法

　１９９６年より２００２年まで９回，奄美大島島内で発生する野生きの

この子実体を採集する一斉調査を実施し，子実体の発生時期を調

べた。調査地は前報と同様であり，調査月は６，７，１１～３月

だった。森林総合研究所九州支所で保存している野生きのこ標本

から，九州における野生きのこの発生日を調べた。奄美・九州の

双方で４点以上のデータの得られたアラゲキクラゲ，オウギタケ，

ハツタケ，アミタケ，ヌメリイグチ，カキシメジ，ワサビタケ，

スッポンタケの８種について，子実体の発生日の気温を比較した。

発生日の気温は，気象庁のホームページ「電子閲覧室」から引用

した。発生地に近い気象台・測候所の気温を用い，発生地と標高

差のある場合は補正した（１００mごとに－０．５℃）。

Ⅲ．結果および考察

　アミタケの奄美での発生月・気温は１１～１２，２～３月・１０．７～

１９．１℃，九州での発生月・気温は１０～１１，４～５月・１０．０～

２０．７℃だった。奄美での子実体発生月の平均気温は，九州での発

生月の平均気温の幅の範囲内におさまっていた。ヌメリイグチ，

オウギタケ，ハツタケ，カキシメジ，スッポンタケ，アラゲキク

ラゲ，ワサビタケの７種についても，同様の傾向があった（表－

１，図－１～８）。このことから，これらのきのこは，奄美と九

州のいずれの地域でも，同じ気温の時期に子実体を発生させるこ

とが示唆された。
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表－１．奄美と九州に共通に発生するきのこの発生月と日平均気温
九州奄美

和名
気温（℃）発生月点数気温（℃）発生月点数

１０．０－２０．７３－５，１０－１１１０１０．７－１９．１１１－１２，２－３１５アミタケ
８．４－１９．４４，１０－１１８１０．７－１６．２１２－１４ヌメリイグチ
１０．０－２２．２５，１０－１１７１０．７－１５．７１２－１４オウギタケ
１３．３－２３．９４，９－１１００．７－１５．２１１－２８ハツタケ
１０．５－２２．１３，５，１０－１２９１４．７－２０．６１１－１２，３５カキシメジ
６．１－２１．７９－１２１７１２．１－１５．６１２－１，３４スッポンタケ
７．９－１６．９２，９－１１８１０．５－２１．９６，１－３，１１９ワサビタケ
４．８－２６．５１－２，５－８，１０－１１２３１３．９－２２．６６，１２－３８アラゲキクラゲ
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図－４．ハツタケの発生日と気温

図－３．オウギタケの発生日と気温

図－２．ヌメリイグチの発生日と気温

図－１．アミタケの発生日と気温 図－５．カキシメジの発生日と気温

図－６．スッポンタケの発生日と気温

図－７．ワサビタケの発生日と気温

図－８．アラゲキクラゲの発生日と気温


